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1 . 緒 言 | アで、数は 5替、種烏は縫にエナノレモシ C男性ホ Jレモ
性ホルモン即ち男性及び女性ホルモ Y が日甫乳類に及 I
ぼす影響について従来学者で種々研究されていたがー| 前 2月 1 日より、叉産卵後次の産卵まで 3 自に 1回オ

( 女性ホノレモシ) 1000単位織を与え、飼
が少ない。性ホノレモシは難生物に対してもごく髄| 務は濃厚発情飼料を全期間運じて欄ともに与えた。
でその作用を現わす零は事実である o 戦後外国へ洋鳥| そして産卵数、回数、産卵後の育雛生育状電車及び燥の
例えばローラカナ 9ア、白文鳥、胡錦鳥等を盛んに輸| 噂りの持続性等を調査してみた。抱卵脊鎚は別のカナ
出している時、日本人の最も特畏とする洋鳥飼育美雛| リアの産卵烏と卵をすりかえた。 TWち仮母を使用し種
技術の向上発展の一助となるように訟は性ホノレモγが| 烏は産卵のみに事念せしめた。日照時間、温度は自然
小鳥に及ぼす影響についての研究を行って見たところ| 状況にしておいた。
多少得るととろがあったので、その報告の一部を発表! 次の表は一番の雄維の結果を示す。性ホノレモシ授与
して各位の御叱正を賜わりたい。 ! ( 処理〉カナヲア烏と無処塑烏とら産卵段、 回数、
2. 実験材斜及び方法 育、無精率比較表
実験に用いた小鳥は、訟の生産した赤ローラカナ 3

回 1  2  3  4  5  計 5
産 数

月 2/115 2 ~  4/6 2 ~  6/320 7 ~  181/21日0 -休13 処 日
数 3  5  5  4  3  20 

卵 有無 3  5  5  3  1  2  1  有〆、無〆司、有〆、 r、 r、 f有、 f、 f、〆、
理 精 有 有、ノ 有、ノ無、ノ 18 2  、ノ 、ノ 、ノ無'-" 、ノ 、ノ

ふ 日 2/28 4/19 I  6 / 2 - 3  7/14 8/27 9有0 % 1無0 %  

d鳥
化 数 3  5  5  日 2  18 

市| 3/21 5 / 9  6/23 8 / 3  9/16 
古♀ 古♀古 古 3  ♀古 1 ♀ 
2 1ハ 3 1 1  1  H E  2  
FLE ノ n  2死

数回 1  2  3  4  4  
産

日 4 / 1 4 - 5 / 1 4 - 7 / 1 5 -
無 18 17 17 

数 4  4  3  3  14 

処 !Js  有精無
2  1  2 1 1  2  1  1  2  中無有〆有「〆司、 〆有L司ノ、無f」、ノr、中、ノ r有L、ノ r無、、ノ

f 、 r、
、ノ無Lノ 有、ノ無」ノ 1 5 8  

日 5 / 2  5/28 7/10 7/30 | 無有
理 ふ 3 5 %  6 5 %  

化 数 3  2  2  1  8  

，烏
巣 5/21 6/16 8 月上旬 8/18 
立 古♀ 古♀ ♀ 1  S ♀ヂE
ち 〆、

育生 l  2  1  1  ]  1 死U  iI 3  4  1  
3. 実験結果
処理，言語は一番で産卵回数5回、産卵霊y20個、有精率
9 0 %、無精率1 0 %、雛の生育数12羽、死亡烏 6羽で
あるに比べ無処理鳥、T 1Pち性ホノレモシ不投与烏は産卵

- f何一

回数 4 目、産卵遺言14個、有精率6 5 %、無情率3 5 %で雛
の生育数 7羽死亡烏 1羽であった。産卵開始日が処理
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